
肉芽腫及ピ草状肉芽腫

(Granuloma s. Mykosis fungoides.) 

（臨床講義）

昭和5年12月8日

教授醤皐博士鳥潟｜径 三 講述

助手醤皐士紳部信雄筆記

患者。森OrEO。'.21歳男。豆腐商。昭和5年11月28日入院。

遺体的関係及既往症ニ特ニ述プペキモノナシ。

現在症。 1)6年前l同日ニ2回右側前服部テ強打セルニ、該部ハ庚汎性且疹痛性ニ腫脹シ、

2-3日ι シテ緩解セ Jレモ、該部エ無痛性ノ硬結テ残セリ。然Jレニ該硬結ハ3年前ニ至リI智

大スルト共ニ疹痛テ訴へ、同側ノ III,J¥', V.指ノ運動障害アリ。｛火テ硬結ノ別出手術テ

受ク Jレ事2回ニ及ペJレモ3度再設シ、本年3月来該部ニ潰場テ生ゼリ。

2）本年5月頭部ニ無痛性ノ腫蕩テ生ジ、射出手術テ受ヲタ Jレモ再護セリ。右側上時部ニ

モ数少月前ヨリ同様ナル腫蕩テ生ゼリ。

3）本年お月10日、 10月3日、 11月15日ノ 3回一亘リ突護的エ盟温上昇、呼吸困難咳敷及血

旋アリ各2-3日ニシテ症J伏ハ去レリ。

食慾、便通、睡眠ニ鐙化ナシ。（以上受持菌員朗讃）

教授「只今御開ニナツタ様ニ、打撲テ受クタ局所ガ直チニ膨レーl：ツ タノハ、一躍ドク云

フ事方、起ツタノテ‘ショク。」

製生「……・…」

穀授「外傷ノ：属ニ皮下出血テ起シテ血腫テ作ツタ揚合ト、モーツハ組織ガ挫昨サレテ、

血行障害テ起シ、法l:H波テ生ズJレ揚合、自日チ外傷性浮腫テ生ス勺レ揚合トノ二ツガ考へラレ

Jレノデアリマス。此／；場合ハドチラデス。」

嬰生「血臆ダス。」

教授「ソクデλ。本例デハ皮下出血テ起シタト考フペキモノデ、共ノ一部ガ硬結トシテ残

留シタモノテス。軍ナル外傷性浮腫ハ後ニ全ク消失スベキ筈デアリマス。コレカ’或時カヨ

腫粛様トナリ始人今日迄ニ2回モ剃出シテ貰ツタガ、叉々再議ラ繰返シタト云 7事ハ・…パJ

謬生「悪性ノモノデアリ 7 ス。」

教授「ソウデス。 l〕iisartigesχeichen（母性ノ兆候）デス。頭部品モ、上脚部ニモ同様ナ

腫蕩テ生ジタ事ハソレハ・….._/ 



鳥潟．肉芽臆及ピv:1扶肉芽服

畢生「特移デス。」

数段「ソレデハ配下淋巴腺ハドクデスカ。J

畢生「楠レ 7 セン。」

::11; 

教授「此患者デハ配下淋巴腺ニハ時移テ認メ 7 セン。デ共代リ＝淋巴流域淋巴系ト何等

ノ開係ノ無キ顕諒部皮下ニ腫蕩護生ヲ認，； ..，，.ス。此ノ様ナ帥移ノ仕方ノ、何テアリ 7 スカ。」

事生「血行ニ依ル縛移テ’アリ 7 ス。J

教授「左犠デス。ソレテ血行ムヨル榔移テ皆ム悪性腫蕩ハ多クノ揚合何デアリ 7λ カ。J

E堅生「肉腫デス。」

教授「此ノ患者デハ臨床上光ツ第一ニ悪性臆蕩デアルコト、第二ニ共ノ悪性腫寝カ＇ f&1腫

デハナク シテ肉腫デアルコトカ、明デアリ？ス。此ノ様ナi陣移経路ノ 差デ肉腫ノ揚合ハ小循

環系ノllrti－＝特移ガ起リ易イノデアリマス。府腫デハ配下淋巴腺二次デハ血行カラ骨ニ特移

ガ来JレコトモアJレノ デアリ 7 ス。 Karzinomalter（癌臆年蹴）ニ逮シタ人:Ii'• . 一寸シタ外傷

7'骨折テ超シタトスレパ、先ソ胃、子宮等、脳腫ノ好議部位テ検査シテ、ソレガ持移エヨ

ル自然骨折デアルヤ否ヤテ考慮スペキデアリ 7 ス。ヵ、 ）！－諜テアリ マスカラ、本例ニ於キ

7 シテハ、同時ニ肺テ充分ニ診ラベJレ必要ガアリ？ス。 7 タ病歴ノ中ニモ呼吸困矧ヤ血疾

ナドラ起シタコトモアリマス。」

「レントグ ン」馬民テ見Jレ迄モナク、臨床的兆候トシテ重要ナモノハ、曙血テアリマ九

肉臆ハ非常ニ血液ニ富テ居リ？シテ、試験穿刺テ致シマスト、鮮J虹テ得Jレノ デアリ？ス。

ソレデ店Iiユ於クル縛移モ非常ニ出血シ易 fノデアリ？ス。ソレデ何等他ノ原因ナク、悪性

腫蕗患者カ、突然曙血スレパ、ソレハ岡i陣移テ示スモノデアリ γ ス。印l本例一見Jレガ如クデ

アリ？スコ呼吸困難ハ此際必ズシモ必要デハアリマセン。多クハ略血ニヨツテ起Jレノテア

リ？ ス。 向 「レントグン」馬民テ見7 シテモ御覧ノ：如ク明ニ陰影テ認メルノデアリ？ス。」

（「レントグン」馬民廻覚。）

毅授「肉腫ハ結締織性細胞カヨ護生致シ7 ス。先ヅ第一ニ骨髄カラ殻生シ？スカ、此ノ

揚合＝ハ成長ス Jレト共一、コレテ包ム背質 ノ、紙様罪薄トナツア紡錘欣テ呈シ、錦ニ鯖診上

Pergamentknittern （羊皮紙様l伊乳昔） ラ忠スソレ コトガアリ 7 ス。 r•X. ）レ揚合ニハ肉腫細胞が

軟化消失シテ骨礎腫様トナ Jレコトヵーァリマス。自flチ zystisches m yelogenes Sarkom （麓腰

献骨髄性肉腫）デアリ 7 ス。

第二ニ骨膜カラ護生スル揚合ニハ骨ニハ除リ費化テ及ポシ7 センガ腫蕩Eドニ樹枝AAノ骨

質、 gpチ Knochenbalken（骨梁）テ生ジマス。コレハ「レントグン」 黒；員デ直チニ認j Jレ

コトガ/-111来7スガ、コノ様ナ肉腫テ periostalesSarkom （骨膜性肉臆） ト申シ7ス。

第三＝筋肉問ノ結締織叉ハ筋膜カラ生スツレ揚合ニハ腫場開ニハ紡織仰が介在シテ居リマ
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シテ骨トハ何等開係カナク、 Unterlagc（下床）カラヨク可動性ノ、限局性ノ、弾性硬乃至

弾性軟ノ腫蕩テ生ジ、成長ノ盛ナ Jレモノニ於テハ局所ノ温度上昇テ仲フノデアリマス。本

例ニ於キマシテハ頭部ノモノ、上勝部ノモノ共ニ射出検査致シ 7 シ夕方「骨部トハ何等閥係

がアリマセンデシタ。コ、ェ共ノ切片棋4；ガ、アリ 7 ス。検鏡上ノ所見ハ。」

墜生「紡錘!U＇車Ill胞肉腫デス。」
教授「全ク共ノ週リ。一見シテ明デアリ 7 シテ細胞束カ種々ノ ）J向ニ切断サレテ居Jレ鴻

或ル切口デハ圃形ー見エ 7 スjl、特杭鍾}fj：細胞ヨリ成立シア居Jレノデアリマス。骨髄及背・

牒ヨリ護生シタ肉腫ハ比較的良性デアリマスガ、他ノ結~織例へパ、筋膜カラ護生シタモ

ノハ悪性デアリ 7 シテ、肉腫中デモ悪性ナ紡錘般市Ill胞肉腫ガ多イノデアリ 7 ス。青柳講師l

／研究ニヨリマスト、此ノ紡錘欣細胞肉腫ハ「イムペテ・ン」現象テ示シ 7 スノデ、共ノ原

ll.:Iハ一種ノ微生物デナクレハナラヌト，＼フコトニ師着シ 7 シタ。」

数段「サア此ノ患者／右側部i腰部ノi郎新伏テ呈シタ部テ御覧ナサイ c」

感生「右側前脚部歪：睦特ニ伸展側ガ一般ニ膨隆シテ居リ 7 シテ、コ、ー不IFJ~ ノ i責務ガ

γ リ7 ス。」

教授「漬蕩面ハ所々汚蹴ナ付着物テ有ス ）~病的肉芽デ被ハレテ居リ 7 シア周遊ハ…・H

aufgじworfen （泉1-.-1'/l デアリ 7 ス。今度ハ次ノ J患者テ診7 シヨク。」

忠者。 O;J(O。24取りJ。与1・生。昭和5年12月 2日入院。

；立f事的関係及既往症ニ~プJレペキモノナク、花柳病ニ川リタルコトナシ。

現在症。本；l~－ 8月左側中指ニ小創テ受 3 シ後同側肢自ニ少シク接痛アリキ。然Jレニ 1タ月

後共側ノ）J夜符ハ疹痛ぞl：ニ腫脹シ、 3-4遡ニ及ベリ。 10月10日以来再ピ同所が同様ニ護赤腫

脹シ些1ri1アリ。局所ハ次第ニ球!U＇ニ突出シ＊）レ。食欲、似通、睡眠ニ異欣ナシ。（以上受持
醤n朗読。）
教授「本例ハ前例ト類似シテ居リ 7 シテ、民ダ訣リ易 fモノデアリマス。左側版筒ニー

ツノ腫蕩ガアツテ、皮肉J三面ヨリ宇球上ニ突II~ シテ居リ。共表面ハ比較的平滑テ、 erodiert

（鹿糊＇it＞デアリ、出血性デアリ 7 ス。中央ガ満月kニ凹 i、刑不玉J;ニ分台レタ如ク見エJレノハ

嘗テ Thermokaull'r 焼灼器デ腫場テ切開シタ i:~；デアリ、・ス。欄診シ 7 スト。」

感生「弾性軟テアリ 7 ス。」

教授「一般ニ蝉性軟デアリ 7 シテ、周囲組織特ニ下床ヨリハ何レノ方向ニモ相官ニ可動

性デアリ、多少座縮性ガアリ 7 ス。自Pチ視i法デ認、メ 7 シタ様ニ、出血シ易 f、血管判官ン

夕、臆場ノ様デアリ 7 ス。帥チ一寸見Jレト肉腫ニ西~i似シテ居リ 7 ス。ソレテー試ニ試験穿刺テ

行ヒマスト。」

( ':;( .j '/,;:f員三2-!5_二之注射器テ以テ f山助手判テ行フ、イ11J物モ／！＇，デズム｝
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原生「肉腰デス。」

教使「何モIH＂セン。モシ血液カ’ IH＂スト、ソレハ {rtJテ疑フペキデスカ。」

数段「ソウデス。先ニ巾シタ通リニ肉腫テ穿刺シ 7 スト多クハ鮮血テ得Jレノテアリ 7 ス。

拐、コ、ニ花リマスノハ、ーツノ寅質11!1：：ノ！庫蕩デアリ？シテ台、ニ成長シタ悪性ノ肉腫ニ1VJ.

テ居Jレガ併シ穿刺致シ？シテモイnJ4MモH1ナイノデアリ 7λ。而jモ表面ニ向ツテ字球欣ニ甚

シクI曾生突出シ、皮11守テ鹿間セシメテ居Jレノデアリ 7 ス。一一コレハ一関何物デアリ 7 シ

ョウカ。」

事生「...・H ・－－…l

教授「受傷後1う月デ漸ク附属淋巴腺ニ疹痛ガ＊タト云フノデアリマシテ、慢性炎症デ

アリ 7 ス。慢性炎症ノ揚合ニ共／肉芽ガカクノ如ク、腫蕩JI｝（ テ呈スルモノテ Granuloma 

fungoides（京欣肉芽腫） ト申シ？ス。内芽腫ハ病原菌ニヨツテ起ツタ肉芽ノ P＇凶ferierende

Entzlindung （増殖性炎症）デアリ 7 シテ、腫場欣ニ隆起シ固形細胞、肥昨細胞等テ認メ 7

ス。通常ノ ;WI）面ノ~］芽ニ於キマシテモ、無関ニ刺戟脅lj テ使flJ致シ 7 スト強ク増生スルコト

ガアリ 7 ス。コレア CaroJuxui"i.lns （賛肉芽） ト申シ 7 ス。

内芽腫ニ於キマシアハ病原酎ノ刺

戟ニヨリ 7 シテ増殖ノ様子ガ、ソレ

ゾレ異ツテ居Jレノテ‘アリ？シテ、 j亘

常見マスノハ、結核、徽毒、廟病、

放線欣岸i病、 Rhinosklerom（鼻E更1ヒ

杭）, Rotz （馬鼻明言）等デアリマス。

然シコレ等ノ外ニ向 dolente Bubo 

（疹痛性横咳）ノ揚合ニモ肉芽腫テ見

7 ス。コノ場合ハ Dukrじy L¥:; 

Streptobacillen （連鎖欣菌）ーヨルノ

デアリマス。叉他ノ球菌ι ヨツテ起

Jレー揚合ガアリマシア、本例ー於テハ

病原菌ガ果シテイりデアルカノ瓢ハ検

索中テアリ 7 スガ、既ニ一種ノ「ク．

ラム」陽性聖書球菌テ検問シテ居 Jf,} 

デアリ 7 ス。

コ、ニ本例ノ肉芽腫ノ－ift；ノ切片棟：
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本ガアリ マスガ、コレテ見？スト、結締縦性間質ノ間ニ gemischteZellen （種々ノ細胞）ガ

排列シテ肘リ 7 シテ、通常ノ肉芽組織トハ大ニ異ツテ居リ 7 シテ hyperplastischeLympha-

clenitis〔増殖性淋巴腺炎）／欣態ニ似テTi1i）レノデアリマス。」

教俊「此ノ腫蕩ガ臨床上肉腫ニ酷似シテ居ルガ併シ肉腫デハナイト言フコトハ同側肢筒

ニ類似ノ淋巴腺腫脹ノア Jレノデモ明白デアリマス、肉腫ハ前ニj~ベタ様ニ配下淋巴腺ニ体

位テ超サヌカ’普通アアリ？ス。（「メラノ肉腫」ハ肉腫rf1ノ最悪性ノモ／デ之ダクハ例外デ

随分早期ニ配下淋巴腺ニMi移テ起シ 7 ス。）

止とノ場合デハ此ノ2人ノ患部テ比較シテ員ノ肉腫トソシテソレニ似テ非ナ Jレモノ（草紙肉

芽臆＝Gramulomas. '.¥f_1 l、o:;is fungoides）トテ鑑別ス Jレコトテ知ツテ頂キタイ／デアリ？
ス。J （終リ）


